
こ
の
申
請
は
同
年
同
月
二
十
四
日
に
認
可
さ
れ
た
。

題
点
で
あ
っ
た
が
、
芸
術
教
育
上
の
理
想
と
官
立
学
校
と
し
て
の
制
約
が
対
立

し
、
の
ち
の
ち
ま
で
も
十
分
な
解
決
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
六
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
年
報
「
生
徒
」
の
項
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
撰
科
生
を
漸
次
減
ら

す
と
い
う
措
置
が
と
ら
れ
た
。

庶
第
一

三
八
琥

生
徒
服
制
相
定
度
儀
二
付
上
申

本
校
生
徒
ノ
服
制
ハ
去
三
十
一
年
八
月
十
五
日
付
ヲ
以
テ
御
認
可
相
成
居
候

処
右
ハ
冬
服
ノ
ミ
ノ
儀
二
有
之
候
二
付
今
般
夏
服
及
外
套
ノ
服
制
別
紙
ノ
通

リ
相
定
メ
傲
式
ノ
時
ハ
勿
論
平
常
二
在
テ
モ
登
校
ノ
節
ハ
必
ス
着
用
ス
ル
事

ニ
致
度
此
段
至
急
仰
高
裁
候
也

明
治
三
十
三
年
七
月
六
日

東
京
美
術
学
校
長
久
保
田
鼎

〔印
〕

文
部
大
臣
伯
爵
樺
山
資
紀
殿

④

大
村
西
崖
の
活
躍

大
村
西
崖
は
本
書
第
一
巻
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
岡
倉
覚
三
校
長
と
意

見
が
対
立
し
て
助
教
授
の
職
を
辞
し
た
。
し
か
し
、
美
術
学
校
騒
動
直
後
に
新

書
類
」
に
左
の
記
録
が
あ
る
。

内
規
に
属
す
る
制
服
規
定
に
関
し
、

③

制
服
に
関
す
る
追
加
規
定

「畔
明
治
四
十
四
五
五
教
務
内
規
、
諸
規
定

前
削
面

ニ“
伎
面

前
削
固

冒
外
套

⑰° 

制 服（上記「庶第138号」別紙）
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地
な
り

大村西崖

校
長
高
嶺
秀
夫
に
よ
っ
て
再
び
起
用
さ
れ
、
彫
刻
科
嘱
託
教
員
兼
教
務

・
庶
務

掛
主
任
の
ボ
ス
ト
を
与
え
ら
れ
て
改
革
期
の
学
校
運
営
に
参
画
し
、
そ
の
一
方

で
は
反
岡
倉
派
の
立
場
に
立
っ
た
美
術
批
評
家
と
し
大
活
躍
し
た
。
次
に
掲
げ

る
記
事
は
そ
の
活
躍
ぶ
り
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

〔
京
都
市
美
術
工
芸
学
校
〕

0
大
村
西
崖
君
の
消
息
久
し
く
本
誌
編
輯
に
従
事
あ
り
し
京
都
美
術
學

校
の
数
諭
大
村
西
崖
君
は
職
を
辞
し
て
東
京
へ
蹄
ら
れ
た
る
後
、
専
ら
筆

研
に
従
事
せ
ら
れ
て
繁
忙
な
る
よ
し
は
窺
か
に
聞
く
虞
な
る
か
、
今
度

〔
金
子
〕
静
枝
君
と
の
往
復
に
依
り
て
其
消
息
を
得
た
り
、
目
下
頗
る
忙

雑
の
境
に
慮
せ
ら
る
4
由
に
て
其
僑
寓
は
下
谷
根
岸
之
金
杉
千
七
十
三
番

華
帖
拝
誦
仕
候
筆
硯
不
相
愛
御
清
牡
毎
々
協
會
雑
誌
に
て
色
々
拝
見

學
問
上
大
分
御
餘
澤
に
浴
し
居
り
候
小
生
義
も
去
る
三
十
年
岡
倉

〔
覚
三
〕
氏
と
主
義
不
合
之
為
に
不
和
を
生
じ
て
學
校
を
去
り
候
て
よ

り
直
に
美
術
評
論
を
稜
刊
し
廿
琥
ま
で
は
殆
ど
全
冊
執
筆
仕
り
異
主
義

に
対
し
論
難
攻
撃
を
事
と
致
し
候
ひ
し
か
ど
昨
年
来
少
々
く
た
び
れ
候

間
吉
岡
と
申
す
も
の
に
廿
一

琥
以
後
を
譲
り
爾
来
専
ら
修

養
を
事
と
い
た
し
候
兼
て

登
題
仕
候
佛
赦
圏
像
法
研
究

も
一
と
先
小
成
仕
り
爾
後
佛

赦
の
哲
學
部
面
を
探
り
候
後

―
二
年
末
西
洋
審
美
學
西
洋

美
術
史
の
研
究
に
耽
り
目
下

西
崖

西
洋
神
博
取
調
印
度
の
と
比
較
講
究
罷
在
し
彼
の
美
術
學
校
大
紛
擾

後
高
嶺
〔
秀
夫
〕
に
招
か
れ
て
ま
た
學
校
に
入
り
而
後
数
務
庶
務
相
つ

と
め
そ
れ
す
ら
大
分
の
劇
職
に
候
を
博
物
館
鑑
査
部
彫
刻
科
主
任
に
古

〔四
月
任
命
〕

祉
寺
保
存
計
甕
調
査
員
を
か
ね
昨
年
七
月
以
来
慶
應
義
塾
大
學
郡
美
術

史
講
座
井
美
術
學
校
の
西
洋
考
古
學
及
東
洋
美
術
史
受
持
等
相
つ
と
め

居
候
ま
4
誠
に
寸
暇
も
無
之
其
間
に
は
ま
た
洋
聾
手
引
草
審
美
穂
妖
な

ど
編
述
仕
り
尚
孜
々
研
鑽
の
途
に
有
之
候
間
御
地
協
會
雑
誌
寄
稿
之
義

も
乍
念
疎
濶
に
打
す
ぎ
失
證
仕
候
過
日
三
田
慶
應
義
塾
に
て
演
述
致

し
候
佛
赦
中
の
審
美
編
同
塾
學
報
に
出
候
筈
に
付
其
内
差
上
候
間
御
轄

載
被
下
候
も
不
苦
候
尚
本
年
は
「
目
さ
ま
し
草
」
と
申
候
雑
誌
之
為

に
希
騰
羅
馬
諸
神
偉
（
＜
匹
ば
謡
疇
い
恥
釦

mぽ
霞
匹
砧
註
）
及
審
美
小
史
相
し

た
4

め
本
月
よ
り
同
雑
誌
に
出
し
申
候
間
御
一
覧
之
上
御
採
用
被
下
候

て
も
宜
し
く
候
右
諸
紳
偉
及
東
洋
美
術
史
は
學
校
に
て
も
毎
週
二
時

間
幻
燈
を
用
ゐ
て
講
義
致
候
間
本
年
夏
休
な
と
に
右
幻
燈
を
携
ヘ
一
度

御
地
へ
参
り
て
未
知
の
諸
人
の
た
め
に
講
演
仕
度
と
も
存
し
候
此
義

或
は
可
然
と
も
御
思
召
被
下
候
は
4
御
斡
旋
願
は
し
く
候
御
勤
め
に

依
り
て
は
美
學
概
要
及
西
洋
美
術
史
等
箪
簡
に
講
し
候
て
も
無
用
な
ら

ざ
る
べ
し
と
存
し
候
〔
中
略
〕

一
月
七
日
夜

金
子
先
生
侍
滝

（
『
京
都
美
術
協
会
雑
誌
』
第
九
十
二
号
。
明
治
三
十
三
年
二
月
）

学
校
運
営
へ
の
参
画
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
彼
は
自
著
『
密
教
発
達
志
』

（
大
正
七
年
。
図
本
叢
刊
会
）
の

「
自
叙
」
に

第 1章 動 揺 期 82 



考
え
ら
れ
る
和
文
大
村
西
崖
伝
草
稿
。
大
村
家
蔵
）
が
残
っ
て
お
り
、

記
の
文
に
続
け
て

「
今
に
至
り
て
為
め
に
木
彫
の
衰
微
を
致
せ
る
こ
と
を
悔
ゆ
。
洋
霊
の

一
数
室
を
新
設
し
て
浅
井
忠
、
小
坂
象
堂
に
鷹
め
て
そ
の
数
官
と
為
し
、

岩
村
透
に
薦
め
て
西
洋
美
術
史
を
講
ぜ
し
む
。」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
何
か
ら
引
用
し
た
も
の
か
不
明
だ
が
、
も
し
も
事
実
だ
と

す
れ
ば
、
こ
れ
は
西
崖
が
彫
刻
科
以
外
の
人
事
改
革
問
題
に
も
指
導
性
を
発
揮

し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

研
究
、
教
育
の
面
で
は
仏
教
図
像
法
、
仏
教
哲
学
を
研
究
し
た
後
、
西
洋
審

美
学
、
西
洋
美
術
史
を
研
究
し
、
明
治
三
十
二
年
六
月
に
は
森
鵡
外
と
の
共
編

『
審
美
網
領
』
を
出
版
。
翌
七
月
か
ら
鵡
外
の
後
任
と
し
て
慶
応
義
塾
の
美
学

講
義
を
一
年
間
担
当
し
た
。
同
年
十
月
か
ら
は
パ
リ
万
国
博
に
出
張
し
た
久
米

桂
一
郎
の
代
わ
り
に
本
校
の
西
洋
考
古
学
授
業
（
上
記
書
簡
か
ら
希
朦
羅
馬
諸
神
伝

そ
れ
に
は
上

「
高
嶺
秀
夫
代
為
二
校
長
一
。
予
為
ー
ー
其
所
』
聘
。
戊
戌
春
。

再
奉
二職
於
學

校ー
。
幹
二赦
蒻
。
講
二美
術
史

・
神
話
等
ー
。
彫
刻
科
数
授
法
如
二
今
日
一
者
。

乃
係
二予
所
二施
設
l

也
。」

と
記
し
、
彫
刻
科
教
授
法
、
つ
ま
り
、
従
来
の
木
彫
中
心
主
義
を
排
し
、
塑
造

を
大
幅
に
導
入
し
、
長
沼
守
敬
を
聘
し
て
塑
造
科
を
設
置
し
、
写
生
を
基
本
と

す
る
新
し
い
彫
刻
科
教
授
法
を
定
め
た
の
が
自
分
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
「
自
叙
」
と
は
別
に
「
西
崖
自
叙
伝
（
原
漢
文
）
」
と
題
す
る

資
料
（
息
子
大
村
文
夫
が
上
記
「
自
叙
」
を
も
と
に
他
の
記
録
を
参
照
し
て
編
集
し
た
と

を
講
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
西
崖
は
明
治
四
十
五
年
に
至
り
『
希
服
羅
馬
諸
神
伝
』
を
出

版
。）
し
、
同
三
十
四
年
九
月
ま
で
こ
れ
を
続
け
、
ま
た
、
同
三
十
三
年
一
月
か

ら
今
泉
雄
作
の
後
任
と
し
て
東
洋
美
術
史
授
業
も
担
当
し
た
。
同
年
五
月
に
は

教
務

・
庶
務
掛
主
任
を
辞
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
三
十
四
年
九
月
か
ら
は
瀧

精
一
の
後
任
と
し
て
美
学
授
業
も
担
当
し
た
。

西
崖
の
美
学
講
義
の
内
容
は
、
現
存
す
る
二
種
類
の
自
筆
講
義
録
に
よ
っ
て

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
―
つ
は
慶
応
義
塾
に
お
け
る
も
の
で
、
こ
れ
は
第

一
講
分
を
欠
き
、
第
二
講
（
三
十
二
年
六
月
二
十
六
日
）
か
ら
第
三
十
六
講
（
三
十
―――

年
二
月
七
日
）
の
分
ま
で
の
講
義
録
で
あ
り
、
も
う
―
つ
は
本
校
に
お
け
る
も

の
で
、
こ
ち
ら
は
「
美
学
講
録
」
と
い
う
標
題
と
「
明
治
三
十
四
年
於
東
京
美

術
学
校
開
講
」
と
い
う
記
入
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
を
合
せ
る
と
『
審
美
網
領
』

ひ
い
て
は
鵡
外
の
美
学
講
義
（
本
書
第
一
巻
参
照
。）
の
範
囲
を
ほ
ぽ
覆
う
こ
と
に

な
る
。
本
校
の
講
義
で
は
こ
の
二
つ
の
講
義
録
を
合
せ
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
西
崖
の
美
学
講
義
は
『
審
美
網
領
』
に
極
め
て
近
い
内
容
の
も

の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、

「
美
学
講
録
」
の
緒
言
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
彼
は
自
分
が
最
も
広
大
且
つ
完
全
な
理
論
で
あ
る
と
信
ず
る
ハ
ル
ト
マ
ン

美
学
に
多
く
を
取
り
な
が
ら
、
か
れ
こ
れ
取
捨
し
、
創
見
を
加
え
、
主
と
し
て

芸
術
の
実
際
上
の
問
題
に
つ
い
て
講
述
し
た
の
で
あ
っ
た
。
用
語
や
、
イ
ン
ド

の
五
明
論
な
ど
東
洋
哲
学
に
よ
る
説
明
な
ど
の
箇
所
に
も
創
見
の
一
端
が
窺
わ

れ
る
。
西
崖
は

「
小
泉
八
雲
氏
の
『
日
本
絵
画
論
』
に
就
て
」
（
明
治
三
十
年
八

月
『
読
売
新
聞
』
連
載
。
八
雲
の
日
本
画
称
賛
論
を
美
学
的
見
地
か
ら
徹
底
的
に
批
判

し
た
論
説
。
）
の
な
か
で
、

「
ま
た
日
本
に
限
ら
ず
、
美
術
全
罷
の
理
論
も
、
佛

数
と
い
ふ
名
に
統
べ
ら
れ
た
る
東
洋
哲
學
に
依
り
て
大
に
詮
む
る
こ
と
を
得

ひ
も
と

べ
し
。
君
に
勤
む
。
少
し
く
大
蔵
の
論
部
を
糧
け
。
萬
法
性
相
の
精
微
は
、

83 第2節 明治 33年



七
号
。
同
三
十
二
年
一
月
九
日
）
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
。

を
成
す
境
」

（
以
上
第
十
六
号
。
同
年
十
一
月
二
十
五
日
）
、

「
美
の
成
立
」

（
第
十

た
も
の
。
序
文
森
林
太
郎
。
両
書
と
も
授
業
用
と
し
て
も
用
い
た
様
子
で

「美

君
を
し
て
餘
然
と
し
て
箕
理
を
證
得
す
る
こ
と
を
得
せ
し
め
む
。
」
と
言
っ

て

い
る
よ
う
に
、
美
学
論
構
築
上
仏
教
哲
学
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
彼
が

最
も
よ
く
用
い
た
無
記
惹
と
い
う
筆
名
も
「
美
術
ハ
も
と
印
度
哲
學
に
所
謂
無

記
業
に
廊
す
る
も
の
に
て
、
由
来
善
悪
の
境
に
胴
せ
ず
。
」
（
上
記
論
説
）
と
い
う

と
き
の
「
無
記
」
に
由
来
し
て
い
る
。
世
間
に
は
「
大
村
ハ
ル
ト
マ
ン
」
な
ど
と

椰
楡
す
る
者
も
あ
っ
た
が
（
明
治
三
十
二
年
八
月
三
十
日
『
報
知
新
聞
』
）
、
決
し
て

ハ
ル
ト
マ
ン
美
学
一
辺
倒
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
美
術
学
校
在
校
中
に
森
鵡

外
の
『
し
が
ら
み
草
紙
』
に
お
け
る
ハ
ル
ト
マ
ン
美
学
の
紹
介
と
そ
れ
に
立
脚

し
た
文
芸
批
評
に
刺
激
さ
れ
て
ハ
ル
ト
マ
ン
美
学
に
興
味
を
抱
き
、
千
染
山
房

を
隔
月
訪
れ
て
鴎
外
の
教
え
を
受
け
（
明
治
二
十
五
年
七
月
以
降
）
、
あ
る
い
は
鴎

外
に
炭
応
義
塾
に
お
け
る
美
学
講
義
の
草
稿
を
借
り
て
勉
強
し
（
同
年
九
月
）
、

ハ
ル
ト
マ
ン
美
学
の
決
定
的
影
響
を
受
け
な
が
ら
、

一
方
で
研
究
を
続
け
て
い

た
仏
教
哲
学
の
理
論
と
そ
れ
を
融
合
さ
せ
、
独
自
の
美
学
論
を
構
築
し
よ
う
と

試
み
た
と
い
う
の
が
西
崖
の
美
学
研
究
の
筋
道
で
あ
っ
た
。

な
お
、
西
崖
の
美
学
講
義
に
お
け
る
原
語
の
表
記
は
鵡
外
の
場
合
と
同
じ
く

英
語
で
あ
る
。
鵡
外
は
勿
論
ド
イ
ツ
語
の
原
典
を
読
み
、
恐
ら
く
英
語
版
も
参

考
に
し
、
生
徒
に
理
解
し
易
い
よ
う
に
英
語
表
記
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
西
崖
は
、
英
語
は
子
供
の
頃
に
一
、
二
年
習
っ
た
も
の
の
、
ド
イ
ツ
語
を

学
ん
だ
形
跡
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
ド
イ
ツ
語
の
原
典
を
読
ん
で
い
た
と
は
思

わ
れ
ず
、
恐
ら
く
英
語
版
に
よ
っ
て
研
究
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
彼
の

美
学
論
の
骨
子
は
『
美
術
評
論
』
に
「
自
然
美
」
「
形
式
美
」
「
美
の
受
用
」

（
以
上
第
十
五
号
。
明
治
三
十

一
年
十
月
二
十
七
日
）
、

「
美
を
成
さ
ゞ
る
境
」

西
崖
は
明
治
三
十
五
年
十
月
に
嘱
託
か
ら
教
授
に
昇
格
し
、
同
時
に
東
洋
美

術
史
料
取
調
べ
を
命
ぜ
ら
れ
、
東
洋
美
術
史
の
研
究
と
教
育
に
専
念
す
る
。
以

後
、
昭
和
二
年
に
死
去
す
る
ま
で
の
間
に
『
支
那
美
術
史
彫
塑
篇
』
（
大
正
四

年
。
仏
書
刊
行
会
図
像
部
。）、

『
東
洋
美
術
史
』
（
同
十
四
年
。
図
本
叢
刊
会
。
）
の
名

著
を
は
じ
め
と
す
る
膨
大
な
著
述
を
残
し
、
東
洋
美
術
史
学
の
発
展
に
貢
献
し

た
。
大
正
九
年
に
は
『
密
教
発
達
志
』
（
前
出
）
に
よ
っ
て
帝
国
学
士
院
賞
も
授

与
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
学
問
的
功
績
は
東
京
帝
国
大
学
の
瀧
精
一
に
優
る
と
も

劣
ら
な
い
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
矢
代
幸
雄
著
「
忘
れ
得
ぬ

人
々
、
そ
の
一

、
大
村
西
崖
」
（
『
大
和
文
華
』
第
十
四
号
。
昭
和
二
十
九
年
六
月
。
）

や
谷
信
一
著
「
美
術

・

美
術
史
回
想
雑
記
⇔
＇
~
瀧
精
一
・

大
村
西
崖
の
こ

と
」
（
『
萌
春
』
第
三
百
十
五
＼
三
百
二
十
一
号
。
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
1
五
十
七
年

六
月
。）
に
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
校
の
講
義
に
関
す
る
西
崖
の
著
作
に
は

次
の
も
の
が
あ
る
。

①
『
東
洋
美
術
小
史
』
明
治
一
二
十
八
年
四
月
本
校
予
備
科
授
業
用
参
考
書
と

し
て
百
五
十
部
印
行
。

②
『
東
洋
美
術
小
史
』
明
治
三
十
九
年
四
月
審
美
書
院
よ
り
発
行
。

①
の
改

訂
版
。
序
文
正
木
直
彦
、
平
子
鐸
嶺
゜

③
『
支
那
絵
画
小
史
』

『
日
本
絵
画
小
史
』

明
治
四
十
三
年
七
月
審
美
書
院

よ
り
発
行
。
前
者
は
『
東
洋
美
術
大
観
』
の
支
那
画
部
附
載
の
も
の
に
校

訂
を
加
え
た
も
の
。
序
文
徳
富
猪
一
郎
。
後
者
は
明
治
―
―
―
十
九
年
本
校
発

行
『
日
本
名
画
百
選
』
の
解
説
「
日
本
絵
画
の
沿
革
略
」
を
同
じ
く
本
校

発
行
の
『
国
民
画
鑑
』
に
改
稿
掲
載
し
、
さ
ら
に
単
行
本
と
し
て
発
行
し
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④

『
東
洋
美
術
史
』

（
既
出
）
研
究
成
果
を
も
と
に
一
層
詳
密
に
記
述
し
た

撰
と
し
て
昭
和
八
年
に
平
凡
社
か
ら
発
行
さ
れ
、
同
二
十
五
年
に
風
間
書

房
が
そ
れ
を
再
版
し
た
。

⑤

『
支
那
絵
画
史
大
系
』
大
村
西
崖
校
輯
。
大
正
十
四
年
十
月
本
校
校
友
会

よ
り
発
行
。
凡
例
に
よ
る
と
本
校
東
洋
絵
画
史
教
科
用
と
し
て
編
集
し
た

も
の
で
、
歴
代
名
画
記
、
図
画
見
聞
誌
、
画
継
の
三
冊
の
合
綴
（
漠
文
）
で

あ
る
。
西
崖
は
本
書
を
も
と
に
大
正
十
四
年
十
月
か
ら
約
半
年
ば
か
り
本

校
内
外
の
有
志
を
対
象
と
す
る
課
外
講
義
（
火
曜
日
）
も
行
な
っ
て
い
る
。

以
上
は
西
崖
の
本
校
教
師
と
い
う
職
務
を
中
心
と
し
て
み
た
場
合
の
活
動
で

あ
る
が
、
前
出
金
子
静
枝
宛
書
簡
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
西
崖
は
美
術
批
評
家

と
し
て
も
顕
著
な
活
動
を
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
庄
司
淳
一
著
「
美
術
と

自
然

・
大
村
西
崖
の
『
自
然
』
思
想
」
（
『
日
本
の
美
学
』
第
十
号
。
昭
和
六
十
二
年

五
月
）
、
吉
田
千
鶴
子
著
「
大
村
西
崖
の
美
術
批
評
」
（
『東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部

紀
要
』
第
二
十
六
号
。
平
成
――
一年
――一
月
）
等
の
研
究
が
あ
る
が
、
要
す
る
に
西
崖
は

京
都
市
美
術
工
芸
学
校
教
諭
時
代
に
「
彫
塑
ノ
美
術
界
二
於
ケ
ル
地
位
」
（
『京

都
美
術
協
会
雑
誌
』
第
十
七
号。

明
治
二
十
六
年
十
月
）
を
発
表
し
た
の
を
発
端
と

し
て
新
聞
や
雑
誌
に
美
術
に
関
す
る
論
説
を
寄
稿
し
始
め
、
特
に
明
治
三
十
一

年
か
ら
同
三
十
五
年
教
授
昇
格
ま
で
の
間
は
、
反
岡
倉
覚
三
派
の
美
術
批
評
家

と
し
て
筆
を
揮
い
、
美
術
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
評

論
は
上
述
の
美
学
理
論
を
土
台
と
し
、
自
然
主
義
を
提
唱
し
て
そ
れ
を
彫
刻
、

日
本
画
の
制
作
領
域
に
も
浸
透
さ
せ
よ
う
と
し
た
点
に
特
色
が
あ
っ
た
。
彼
は

元
声
会
、
彫
塑
会
の
発
足
を
促
し
、
明
治
三
十
三
年
春
に
両
会
が
第
一
回
展
を

開
い
て
以
来
、
極
め
て
好
意
的
な
批
評
を
書
き
、
そ
の
一
方
で
は
同
じ
く
三
十

も
の
。
な
お
、
本
書
に
図
版
を
加
え
た
も
の
が
大
村
西
崖
、
田
辺
孝
次
共

三
年
春
か
ら
顕
著
に
な
っ
た
日
本
美
術
院
の
横
山
大
観
、
菱
田
春
草
ら
の
無
線

描
法
に
よ
る
彩
色
日
本
画
の
試
み
を
「
朦
朧
体
」
「
漂
滸
体
」
と
呼
ん
で
激
し

く
非
難
し
、
そ
の
た
め
、
大
観
ら
の
作
風
は
一
般
に
「
朦
朧
体
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
西
崖
の
評
論
は
展
覧
会
批
評
に
限
ら
ず
美
術
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
の
問
題
に
亘
っ
て
お
り
、
執
筆
量
は
膨
大
で
あ
っ
た
。
彼
は
『
美
術
評

論
』
（
明
治
三
十
年
十
一
月
創
刊
。）
の
第
一
号
か
ら
第
二
十
号
ま
で
主
筆
を
つ
と

め
、
こ
れ
に
岳
南
、
無
記
奄
の
筆
名
あ
る
い
は
無
署
名
で
執
筆
を
続
け
た
が
、

そ
の
一
方
で
、
本
名
及
び
無
記
竜
、

局
外
生
、

△
△
生
（
寺
山
星
川
と
共
著
）
、

無
名
子
、
書
記
生
、
海
士
な
ど
の
筆
名
で
新
聞
や
雑
誌
に
執
筆
を
続
け
た
。

⑤

楠
公
銅
像
の
完
成

皇
居
前
広
場
の
楠
公
（
楠
正
成
）
銅
像
は
第
一
巻
第
二
節
に
記
し
た
と
お
り
、

明
治
二
十
三
年
に
本
校
に
対
し
て
製
作
依
頼
が
な
さ
れ
、
本
校
の
依
嘱
製
作
事

業
の
第
一
号
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
二
十
六
年
に
木
型
が
完
成
し
、
天

覧
に
供
し
た
の
ち
、
岡
崎
雪
声
が
本
校
内
の
鋳
造
場
で
こ
れ
を
鋳
造
し
、
同
二

十
九
年
九
月
に
完
成
（
同
三
十
四
年
五
月
十
二
日
『
民
声
新
報
』
所
載
住
友
吉
左
衛
門

手
記
「
楠
公
銅
像
の
記
」
に
よ
る
）
。
以
後
校
内
に
置
か
れ
て
い
た
。
同
三
十
二
年

五
月
よ
り
宮
内
省
の
経
費
を
も
っ
て
石
台
の
建
設
が
始
ま
り
、
翌
三
十
三
年
四

月
に
ほ
ぽ
落
成
し
た
の
で
同
月
十
七
日
に
銅
像
を
本
校
か
ら
運
び
出
し
、
同
月

三
十
日
に
現
場
に
到
着
。
運
搬
の
様
子
を
当
時
の
新
聞
が
次
の
よ
う
に
伝
え
て

い
る
。

」

〇
楠
公
の
銅
像
兼
て
美
術
學
校
に
て
銹
製
中
な
り
し
大
阪
住
友
家
よ
り
宮

〔
を
〕
〔
げ
〕

内
省
へ
獣
納
す
べ
き
楠
公
の
銅
像
は
今
回
落
成
げ
告
を
去
る
十
七
日
美
術
學
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